











































































































所 長 中扶知延子 国際地域学部国際地域学科教授
運営委員 小早川裕子国際地域学部国際地域学科講師
運営委員 古屋秀樹 国際地域学部国際観光学科教授






第 1回 平成 27年4月 11日(土)
第 2回 同 5月 9日(土)
第 3回同 6月 13日(土)
第4回同 7月 11日(土)











平成 28年 1月 23日(土)
同 2月 22日(月)


























































































































Institute of Regional Vitalization Studies I 03 
日時:2015年8月第 1土曜日



























































人口は 2000年から 1億 2.700万人前後で推移していたが、
2020年には 1億 2，410万人、 2030年には 1億 1.662万人
となり、 2050年には 1億人を、 2060年には 9.000万人を
も割り込むことが予想されている。一方、高齢化率(総人口
に占める 65歳以上人口の割合)は上昇することが見込まれ
































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































12 I News Letter No.50 
東洋大学
議;芝 6"之





























して実施した。 2回に分けて実施し、 21歳から 83歳まで
図2 石碑の例(庚申塔) 図3 届舗の例(肉屋)
図4 長屋の例(大正末期の建築) 図5 看板の例(大正末期の建築)
図6 町並みの例(JI越名庖街) 図7 その他の例(昭和の街の感
謝祭)
の 19名(男性 16名、女性 3名)の参加者があった。
19名の撮影した写真を分析したところ、 1人あたり 6枚
から 94枚の選別可能な写真が撮影され、合計 611枚となっ














因を推測できるようにした。 4回のツアーで 10歳から 71
























審加岩 I~は工ゴマ末ー「巧OO?-2 I 嘩宰
図9 10月4日のツアールート
図10 ルート1 本阿弥稲荷神社
図11 ルート2:旧川越織物市場 図12 ルート3:旧居舗の古い看板 図13 ルート4・うなぎ屋の建物
Institute of Regional Vitalization Studies I 03 
2015年 8月2日、午前 10時より、東洋大学板倉キャン














































































平成 27年 10月 1日から 11月 19日までの毎週木曜日









































写真 1 体育館で準備体操 写真 2 ボール運動 写真3 グラウンドでウォーキング




































































































































































































lF.! 2F.! 3月 4月 5F.!6F.! 7.F1 B.FI 9}考10F.!11F.!12}号

























































































































































































































































*2東洋経済 OnLine: ~日本人が幸せを感じるための í4 つのヒント J ~前野





(誤)http://irvs.itakura.toyo.a c .jp 
*3片山佳代子、 http://homepagel.nifty.com/kayoko/ganclhi-iclea.htm








NO  名前 所属 職 主要専門分野
1小川芳樹 経済学部総合政策学科 教授 環境経済、エネノレギー
2大坪宏至 経営学部・会計アァイナンス学科 教授 管理会計
3山下りえ子 法学部・企業法学科 教授 民事法
4芦沢真五 国際地域学部・国際地域学科 教授 国際教育交流、比較教育
5安 本目景 国際地域学部・国際地域学科 教授 土地・住宅問題、都巾計画、地域開発
6池田 誠 国際地域学部・国際地域学科 教授 社会、ンスァム動学
7稲生伝男 国際地域学部・国際地域学科 教授 自治体経営、自治体アァイナンス、行政学(地方自治)
8北脇秀敏 国際地域学部・国際地域学科 教授 国際環境協力
9坂元浩一 国際地域学部・国際地域学科 教授 発展途上国の開発計画
10両 橋一男 国際地域学部・国際地域学科 教授 社会学、メディア論
11中挟知延子 国際地域学部・国際地域学科 教授 情報科学、多文化、多目語社会での社会ネットワーク分析
12藤井敏伝 国際地域学部・国際地域学科 教授 都巾計画、居住環境計画
13村田由美恵、 国際地域学部・国際地域学科 講師 日本語教育
14小早川裕子 国際地域学部・国際地域学科 講師 都巾計画、地域開発、社会関係資本論
15小池鉄夫 国際地域学部・国際観光学科 教授 外食産業論
16東海林克彦 国際地域学部・国際観光学科 教授 観光レクリエーション施設計画論、景観論、環境評価論
17須賀忠芳 国際地域学部・国際観光学科 教授 社会科教育学、社会科教育実践研究
18古屋秀樹 国際地域学部・国際観光学科 教授 観光交通計画、観光行動論、まちづくり
19堀 雅通 国際地域学部・国際観光学科 教授 交通論、公益事業論
20 松園俊志 国際地域学部・国際観光学科 教授 旅行産業と宿泊産業の経営環境
21 梁春香 国際地域学部・国際観光学科 教授 国際観光開発、環日本海地域の国際観光
22 島川崇 国際地域学部・国際観光学科 准教授 観光マーケアイング
23 森下品美 国際地域学部・国際観光学科 准教授 旅行マーケアイング、旅行産業の経営戦略
24 道畑美希 国際地域学部・国際観光学科 講師 食のビジネス、食生活マーケアイング
25 金 承 珠 国際地域学部 助教 観光資源管理、観光地振興
26 金子律子 生命科学部・生命科学科 教授 神経生物学、細胞工学
27 ) 1口英夫 生命科学部・生命科学科 教授 脳科学、行動科学、細胞工学
28 清水文一 生命科学部・生命科学科 教授 天然物化学、植物生化学
29 長坂 f正治 生命科学部・生命科学科 教授 生物有機化学、植物分子生理学
30虞津直樹 生命科学部・生命科学科 准教授 作物生理学、光合成の環境応答
31梅原 貴久 生命科学部・応用生物科学科 教授 植物生理学
32柏田洋策 生命科学部・応用生物科学科 教授 環境健康科学
33両崎茂 生命科学部・応用生物科学科 教授 ゲノム情報学
34山本 浩文 生命科学部・応用生物科学科 教授 植物生化学、植物代謝学、生薬学
35ー浦健 生命科学部・応用生物科学科 准教授 応用微生物学
36両品知典 生命科学部・応用生物科学科 准教授 応用微生物学、極限環境微生物学
37清水和哉 生命科学部・応用生物科学科 講師 水処理微生物、水道工学、環境修復・保全学
38大熊慶一 食環境科学部・食環境科学科 教授 食品工学、バイオセンガ
39佐 藤 順 食環境科学部・食環境科学科 教授 食品衛生学、食品微生物学
40 下村講一郎 食環境科学部・食環境科学科 教授 植物細胞工学、植物資源学
41 福森文康 食環境科学部・食環境科学科 教授 分子生物学、酵素学
42 和田直久 食環境科学部・食環境科学科 教授 光生物学、量子生物化学
43 太田昌子 食環境科学部・食環境科学科 准教授 調理科学、栄養学
44 両橋 珠実 食環境科学部・食環境科学科 准教授 健康スポーツ科学、保健学
45 玉閣 迅 食環境科学部・食環境科学科 准教授 微生物分類学、微生物生態学、機器分析
46 大上安奈 食環境科学部・食環境科学科 講師 運動生理学、環境生理学
47 角田伸代 食環境科学部・健康栄養学科 教授 脂質栄養、臨床栄養
48 ネド 清 食環境科学部・健康栄養学科 教授 食品科学
49 藤 津 誠 食環境科学部・健康栄養学科 准教授 微生物学、分子生物学
50勝瀬義イ 理工学部・建築学科 講師 地域計画、建築企画設計
51望月修 理工学部・生体医工学科 教授 生物機械、液体工学、流体騒音
52尾 崎晴男 総合情報学部・総合情報学科 教授 交通計画、都巾計画
53杉本富手1 総合情報学部・総合情報学科 教授 ヒューマンインタブエース、認知工学
54小瀬博之 総合情報学部・総合情報学科 教授 環境まちづくり、給排水衛生設備、景観工学
55井上明 学際・融合科学研究科 教授 極限環境微生物学、バイオとナノァクノロジーの融合
~""/I./U J> 
NO  名前 所 属 職 主要専門分野
1秋谷公博 新羅大半校教養宇部(韓国) 助教授 都市計画、開発社会半、日本手
2井上博文 東洋大半 名誉教授 地域観光振興、観光組織、観光事業
3団崎渉 冗・東洋大半生命科宇部教授 応用微生物半、酵素科手、香粧品化宇
4IKLAYSIKAE¥V. K 東洋大学国際地域学研究科国際観光学専攻 博士(凶際観光チ)修了主 観光学
5川澄厚志 金沢星陵大学経済学部 講師 都巾計画、コミューアイ開発、開発社会学、コミューアイツーリズム
6清原 徹 開新社会シスァム総合研究所 取締役 公法、行政法、刑事法、情報社会論、医療・社会福祉、情報政策、地域政策
7久留島守広 福岡工業大学東尽イノベーションセンター センター長 エネノレギー・資源
8小j良 博英 一般社団法人 国土政策研究会 専務理事 都巾工学、地域活性化、観光振興
9粛扇; {JI久太郎 千葉大学大学院工学研究科 技術補助員 都巾計画、まもづくり、アメニフイ
10佐藤成美 東洋大学食環境科学部 非常勤講師 食品学、生物学、科学コミュニケーション
11竹内章悟 冗・東洋大学国際地域学部教授 地域振興、地域産業政策、中小企業政策
12張 長平 冗・東洋大学国際地域学部教授 人文地理学、地理情報科学、地理空間分析
13長i賓元 冗・東洋大学国際地域学部教授 社会学、政策研究、地域活性化研究
14福島隆一 (株)ウエノレピイ、理化学研究所 取柿役、嘱，i{研究員 菌茸類の分類・培養・栽培
15藤 井 哲 ムンデイアァーマ(株) Jーケ rイング J ネージ'¥' 健康と栄養に関するコミューケーション
16古田富彦 冗・東洋大学国際地域学部教授 安全・危機管理学、ヒューマンアアクタ一、防災、エネノレギ一、地域婚活
17松浦茂樹 建設産業史研究会 代表 国土学・河川|学
18松尾宏 水土地域工房・敬愛大学国際地域学部 代表・非常勤講師 景観地理学、河川流域史、地域の文化的景観・土木遺産研究







平成 13(2001)年 4月 国際地域学部国際観光学科新設
大学院国際地域学研究科、生命科学研究科開設
平成 14(2002)年 7月 地域活性化研究所設置










初代所長 小浪博英平成 14年 7月 1日 平成 16年 3月 31日
第 2代 所長藤井敏信平成 16年4月 1日 平成 17年 3月 31日
(残 任期間長演元 平成 17年 4月 1日 平成 18年 3月 31日)
第 3代所長長演元 平成 18年4月 1日 平成 20年 3月 31日
第4代所長 中上光夫平成 20年 4月 1日 平成 22年 3月 31日
第 5代所長 岡崎渉 平成 22年 4月 1日 平成 24年 3月 31日
第 6代所長 岡崎渉 平成 24年 4月 1日 平成 26年 3月 31日




平成 16年 梁春香 北東アジア地域のソフト観光基盤整備に関する研究






























































































④ 小瀬博之 涼しさ!暑さ!体感ツアー 気温測定まち歩き調査































































平成 26年 ② ) 1口 英夫 板倉町と連携した『科学的根拠に基づく食育指導』の実践




















年度 No. 研究代表者 事業名称
平成 25年 ① 古屋秀樹
館林市茂林寺周辺地域における地域活性化に関する調査研
究業務委託
平成 26年 ① 古屋秀樹 茂林寺周辺観光地化市民等意識調査研究業務委託
平成 27年 ① 古屋秀樹 館林市における観光振興に関する調査研究業務委託
95 
